
培養肉、大豆ミートなどの情報はよく耳ににするのですが、日頃私たちが耳にしていない領域で、実は今大きく
ビジネスが動き始めています。世界のIT系大企業がどんな領域や企業に出資しているか等の分析結果を紹介しな
がら「世界で起こっているフードテックの世界」を解説していただきます。

基調講演１※「食のイノベーションが求められる背景とフードテックの活用」
株式会社スペックホルダー 代表取締役 大野泰敬

(農林水産省農林水産政策研究所 客員研究員)

公益財団法人えひめ産業振興財団 産業振興課
〒791-1101 愛媛県松山市久米窪田町337-1  Tel:089-960-1201 Fax:089-960-1105 E-mail:efi＠ehime-iinet.or.jp

EFIコンソーシアム 入会・設立総会参加申込書

※参加申込書で提出された個人情報は、公益財団法人えひめ産業振興財団及び愛媛県が安全かつ厳密に管理し、当該事業に関する事務連絡
または今後の情報提供のみに使用するものとし、他の目的には一切使用しません。

氏 名 所属名 (業種)

住 所 （〒 － ）

TEL E-mail

ふりがな ふりがな

農林水産省では、本年７月１日に新事業・食品産業部が新たに設置され、フードテックを活用した新事業の創
出・育成に取り組んでいるところです。たとえばフードテック官民協議会では、会員の皆様との意見交換を通し
て、協調領域の課題解決と新市場の開拓に向けた、具体的な議論や活動を実施しています。農林水産省における
フードテックに関する取組と目指す姿を紹介します。

基調講演２ ※ 「農林水産省におけるフードテックへの取組」
農林水産省大臣官房新事業・食品産業部企画グループ 課⾧補佐 井戸萌愛

「今後のコンソーシアムの取組」
Ehime Food Innovationコンソーシアム 会⾧ 佐藤 努

(愛媛県経済労働部産業支援局 局⾧)

Ehime Food Innovationコンソーシアムの趣旨に賛同し、参画会員として入会・設立総会に参加します。

会員登録種別 企業(団体等) ・ 個 人
設立総会参加方法 オンライン ・ 来 場

「フードテック」や「デジタルマーケティング」を活用したイノベーション創出

設立総会
リアル＆Web

参 加 無 料

会 場

日 時 2021年12月20日(月)15:00～17:15

テクノプラザ愛媛 テクノホール (松山市久米窪田町337-1)

● 会場参加の方はマスク着用・入場時のアルコール消毒等に御協力ください。
● 事前に体温チェックを行うなど、体調管理に十分御留意ください。

「食料生産のDX化に関する愛媛大学の取組」
Ehime Food Innovationコンソーシアム 副会⾧ 羽藤堅治

(愛媛大学社会連携推進機構 副機構⾧、愛媛大学大学院農学研究科 教授)

参加無料

※基調講演はリモート出演となります。



フードテックのプレイヤーは多種多様です!

フードテックへの関心が高まっています!

将来的な世界の人口増加に伴う食市場の拡大、SDGsや環境への関心の高まり、先端技術の発展を背景に、生
産から消費、資源再生へとつながる食分野の新しい技術であるフードテックへの関心が高まっています。

フードテックは、｢食｣と｢テクノロジー｣(バイオサイエンス、IOTや人工知能(AI)をはじめとするデジタル技術
など)の融合で起こるイノベーションの総称なので、食品の製造に関わる業種だけでなく、農林水産物の生産や、
流通、調理加工、パッケージング、販売、家電や調理器具など、食に関わるあらゆる工程に、さまざまな企業
が関わっています。

出典:農林水産省「フードテックをめぐる事情」

出典:FOOD TECH Lab(https://foodtech-lab.jp/casestudy/)

愛媛県内食品関連産業での「フードテック」や「デジタルマーケティング」を活用したイノベーション創出及びイノベーショ
ン創出に必要となる人材の育成・マッチングを一体的に推進することで地域経済の活性化を図る「Ehime Food Innovation
コンソーシアム」の参画会員を募集しています。
入会ご希望の方は、事務局(公益財団法人えひめ産業振興財団 TEL:089-960-1201  E-mail:efi@ehime-iinet.or.jp)まで
お問合せください。

会 費 無料（なお、コンソーシアムで実施する個別の活動に必要な経費については、その活動に参加
する者が応分の負担するものとします。）

会員資格 取組みの趣旨に賛同し、個別ワーキンググループやセミナー等に参画する企業・団体・組合・
個人等であること。


